
 
 

 

  

  

 

 

・地域内交通に興味のある団体・組織があ

れば、地域に出向き説明会を開催します。 

・地域内交通の導入を検討していくグループ

ができれば、継続的に話し合いを進めていき

ます。 

・聞き取り調査やアンケート調査などを行

い、地域の方の移動ニーズを把握します。 

・ステップ２をもとに、運行ルート（区

域）や目的地などの検討を行います。 

・運行する事業者や、小型バスやタク

シーなどの車両タイプを検討します。 

 

・ステップ３のルート(案)をもとに、停留所、

運行ダイヤ等の運行計画を作成します。 

・運行事業者を決定するとともに、運行経費

や運賃を決定します。 

・市は、道路管理者、公安委員会、地域公共

交通協議会などと必要な調整を行います。 

・地域の公共交通として、安定的に運行で

きるよう、目標値を設定します。 

・地域の方へ周知し、皆さんに利用してい

ただきます。 

実証運行 

継続・廃止の検討 

ススステテテッッップププ   １１１   

 

「地域内交通は 

どんなもの？」 

「運行計画の作成」 

ススステテテッッップププ   ２２２   

 
「地域のニーズを調査」 

 「 地 域 内 交 通 」 導 入 まで の 流 れ  

ススステテテッッップププ   333   
   

 

「運行ルートの検討」 ススステテテッッップププ   ４４４   

 

「地域組織の設立」 

ススステテテッッップププ   ５５５   

 

「目標値の設定」 

「周知・広報」 

※全ての行程において、市が支援していきます。 

検証・見直し 

  運運運行行行スススタタターーートトト   
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